
おくやみハンドブックおくやみ手続きナビ

おくやみ手続きナビおくやみ手続きナビ
　おくやみハンドブック　おくやみハンドブック

の提供を開始しましたの提供を開始しました

　引越し・出生・結婚・離婚の際には、世帯の状況など
に応じてさまざまな手続きが必要です。
　市民の皆さんからの、「どんな手続きを
したらいいかわからない・持ち物がわか
らない」という声にお応えし、必要となる
代表的な手続きや持ち物などをまとめて
確認できる「手続きチェッ
クリスト」の提供を開始し
ました。
　同チェックリストは市
nから印刷できます（総
合案内〈市役所 １ 階〉など
でも配布しています）。

手続きチェックリスト手続きチェックリスト
� もご活用ください� もご活用ください

　大切な方を亡くされた際の悲しみや精神的負担は計り知れないものが
あります。
　こうしたお気持ちを汲み、ご遺族の負担を和らげられる
よう、スマホやタブレットなどで質問に答えていくだけで
必要な手続きを抽出できる「おくやみ手続きナビ」と、必要
な手続きをまとめた「おくやみハンドブック」の提供を開始
しました。同ハンドブックは、市nでご覧いただけます（総
合案内〈市役所 １階〉などでも配布しています）。

市n

市n

２０２５平和資料展
　平和に関する展示などを通して、当時の惨状を痛感し、あらためて平和に
ついて考える時として、一人でも多くの方にご覧いただけますと幸いです。
学生やお勤め帰りの方、ご家族をはじめとする多くの市民の皆さんのお越し
をお待ちしています。
a ７ 月３１日㈭午前 9時～午後 ７時、 8月 １日㈮午前 9時～午後 ５時
b市民プラザホール（市役所 １階）
c▼「広島市民が描いた原爆の絵」の展示など
　　今年は広島平和記念資料館よりお借りした「市民が描いた原爆の絵（複　
　製）」を展示します。かつて空襲を体験された方が、当時の記憶をもとに自
　ら描いた原爆の絵です。
　　また、市の郷土資料室が所蔵する資料「東久留米市内の戦争の痕跡」およ
　び図書館が所蔵する平和に関連する書籍の展示も行います。
　▼戦争を体験された市内在住の方へのインタビューなどの放映
　　令和 ７年は終戦から80年の節目の年です。戦争を体験された市内在住の
　方に、戦中・戦後の暮らしについてお話を伺い、映像にしました。
　　今私たちが住んでいる東京・東久留米市で、80年前に起こった戦争を知
　る機会となればと思います。
l総務課庶務担当☎042・4７0・７７１4

　 8 月 6 日㈬と 9日㈯は広島市と⻑崎市の原爆被災の日、 8月１５日
㈮は「戦没者を追悼し平和を祈念する日」です。亡くなられた方々の
ご冥福をお祈りするとともに、世界の恒久平和を祈念し、市民の皆
さんにはそれぞれの家庭や職場などで、黙とうにご協⼒をお願いし
ます。また、市では哀悼の意を表するため、いずれの日も市役所本
庁舎で半旗を掲揚します。

▼広島市原爆被災の⽇＝ 8 月 6 日㈬午前 8時１５分から １分間
▼⻑崎市原爆被災の⽇＝ 8 月 9 日㈯午前１１時 2 分から １分間
▼戦没者を追悼し平和を祈念する⽇＝ 8 月１５日㈮正午から １分間

戦没者・原爆死没者の追悼と世界恒久平和祈念の黙とうを戦没者・原爆死没者の追悼と世界恒久平和祈念の黙とうを

前回の様子

l行政経営課☎042・4７0・７７04
　※�各手続きについては、各部署にお問い合わせください。

今号の主な内容

No. 1377

令和7年
（2025年）

7／15 号
・定額減税補足給付金（不足額給付）の支給について…… ２面

・防犯機器などの購入・設置費用を一部補助します… ２面

・保育施設等の利用者負担額の第一子無償化について… ４面

・令和 7年度伝統文化親子教室事業関連イベント… 6面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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強
い
日
差
し
と
と
も
に
、
夏
ら
し
い
暑

さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
街
に
は
夏
休
み

を
楽
し
み
に
す
る
こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
耳
に
す

る
こ
と
が
増
え
た「
闇
バ
イ
ト
」に
つ
い
て

で
す
が
、
全
国
各
地
で
、
強
盗
や
詐
欺
、

悪
質
な
訪
問
販
売
と
い
っ
た
犯
罪
に
、
若
者
が
知
ら
ぬ
間
に
巻
き
込
ま
れ
る

事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
私
た
ち
の
日
常
と
も
無
関

係
で
は
な
く
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
東
久
留
米
市
は
西

東
京
市
・
田
無
警
察
署
と
連
携
し
、「
闇
バ
イ
ト
関
連
事
件
撲
滅
宣
言
」を
発

表
し
ま
し
た
。「
犯
罪
の
な
い
安
全
な
ま
ち
」を
目
指
し
、
行
政
と
警
察
が
力

を
合
わ
せ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
東
京
都
の
補
助
を
活
用
し
、
防
犯
機
器
な
ど
の
設
置
費
用
を
補

助
す
る
新
た
な
制
度
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
や
補
助
錠
の
設

置
な
ど
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
支
援
し
、
ご
家
庭
や
地
域
全
体
の
防
犯
力

向
上
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
闇
バ
イ
ト
」へ
の
注
意
を
促
す
チ
ラ
シ
も
、
市
役
所
窓
口
な
ど
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も「
お
か
し
い
な
」と
感
じ
た
と
き
は
、
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
警
察
や
市
の
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
市
民

の
皆
さ
ま
が
悪
質
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
、
若

者
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
さ
せ
な
い
た
め
に
、
今
後
も
積
極
的
に
周
知

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど
、
家
計
へ
の
影
響
が
続

く
な
か
、
市
内
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
１８
歳
か

ら
３９
歳
ま
で
の
若
い
世
代
の
市
内
消
費
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
東
久
留
米
市
で
は「
東
く
る
め
プ
レ
ミ
ア

ム
デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
」事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
市
内
に
お
住
ま
い
の

１８
歳
か
ら
３９
歳
の
方
を
対
象
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ「PayPay

」

を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
３
０
０
０
円
で
購
入
す
る
と
４
０
０
０
円

分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
お
一
人
最
大
５
口
ま
で
購
入
可
能
で
す
。

申
込
期
間
は
７
月
１
日
㈫
～
３１
日
㈭
、
利
用
期
間
は
８
月
１
日
㈮
～
１１
月
３０

日
㈰
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も「
＃
く
る
チ
ケ
」で
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
市
内
で
の
お
買
い
物
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
が「
東
久
留
米
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
実
感
で
き

る
よ
う
、
安
全
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市長

至誠
　通天

てんつう

せいし

７
月
１
日
付

市
人
事
異
動

　
市
で
は
、
７
月
１
日
付

で
課
長
お
よ
び
係
長
・
係

員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

課
長
級
の
異
動
は
次
の
通

り
で
す（
カ
ッ
コ
内
は
前

職
）。

◎
課
長
級

▼
市
民
部
納
税
課
長
兼
管

理
係
長
事
務
取
扱（
市
民

部
納
税
課
長
）佐
川
公
行

▼
福
祉
保
健
部
福
祉
総
務

課
長
兼
高
齢
者
福
祉
係
長

事
務
取
扱（
福
祉
保
健
部

福
祉
総
務
課
長
）明
日
秀

之
▼
都
市
建
設
部
道
路
計

画
課
長
兼
道
路
交
通
計
画

係
長
事
務
取
扱（
都
市
建

設
部
道
路
計
画
課
長
）吉

川
雅
継

l
職
員
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
１
６

　都では、「闇バイト」による強盗事件が相次いでいる
ことを受け、令和 ７年度の緊急対策として、侵入盗被
害防止に有用とされる防犯機器（防犯カメラなど）の購
入・設置にかかる費用を、市区町村による補助事業を
通じて支援します。
補助額補助対象となる防犯機器の購入・設置費用の 2
分の 1（上限 2万円〈千円未満切り捨て〉）
e市内在住で、自宅に対象の防犯機器などを ７年 4月
1日以降に購入・設置した方
対象品目防犯カメラ、カメラ付きインターホン、防犯性
の高い錠、補助錠、センサーライト、センサーアラーム、
面格子、防犯フィルム、防犯ガラス、防犯砂利、その他
侵入盗被害防止に有用な防犯機器と認められるもの
必要書類
▼申請書　▼申請者の本人確認書類の写し
▼�防犯機器の内容、その設置日または購入日、領収金
額および領収年月日が記載された領収書その他の書
類または写し
▼防犯機器設置後の全景および拡大写真
▼�補助金の振込先の口座情報が確認できる書類（通帳

など）の写し
▼�自己所有以外の住宅（共同住宅や賃貸住宅）に設置し
た防犯設備に対し、補助金の交付を受けようとする
場合は、当該住宅の所有者の同意書
▼�防犯カメラに関する同意書
j詳細は市nをご覧ください
k 8 月 1 日㈮～ 8年 1月30日㈮に（必着）、次のいずれ
かの方法で
　▼申し込みフォーム
　▼�必要書類（市nまたは防災防犯課窓口で取得可）を
郵送（〒203−8555、市役所防災防犯課宛て）また
は直接同課（市役所 2階）で提出

　※予算が上限に達した時点で受付を終了します。
l同課防災防犯係☎042・4７0・７７69

市n 申し込み
フォーム

防犯機器など防犯機器などのの購入・設置費用購入・設置費用をを一部補助します一部補助します

l市重点支援給付金コールセンター☎042・4７0・７863
（土曜・日曜日、祝日を除く午前 8時半～午後 5時15分）

　市では、令和 6年度に実施した「定額減税補足給付金（調整給付）」
（以下「当初調整給付」）の支給額に不足が生じる方などに対し「定額
減税補足給付金（不足額給付）」（以下「不足額給付」）を支給します。
　現在、支給に向けた準備をしています。支給要件や支給までのス
ケジュールなどについては市nで随時更新するほか、広報 8月 1日
号でお知らせする予定です。

表　対象者
対象者 支給額

当初調整給付の算定に際し、令和5年所得等を基にした推
計額（令和6年分推計所得税額）を用いて算定したことなど
により、令和6年分所得税および定額減税の実績額等が確
定したのちに、本来給付すべき所要額と、当初調整給付額
との間で不足が生じた方

不足額給付時　調整給
付所要額（右図A）が、
当初調整給付額（令和6
年）（右図B）を上回る
額

定額減税や低所得世帯向け給付等、いずれも対象とならな
かった方で次の要件をすべて満たす方
（例＝青色事業専従者や事業専従者〈白色〉の方、または合
計所得金額が４８万円を超える方）
（1）�所得税および個人住民税所得割の定額減税前税額が0円
であり、本人として定額減税の対象外の方

（2）�税制度上の「扶養親族」の対象外であり、扶養親族等と
して定額減税の対象外の方

（3）�低所得世帯向け給付（令和5年度住民税非課税世帯向け
給付、令和5年度住民税均等割のみ課税世帯向け給付、
令和6年度住民税非課税化・均等割のみ課税化世帯向け
給付）の対象の世帯主・世帯員に該当していない方

原則4万円（6年1月1日
時点で国外居住者であ
った場合には3万円）

◆対象者 左下表のとおり

定額減税補足給付金（不足額給付）の支給について定額減税補足給付金（不足額給付）の支給について

市n

所得税分控除不足額
（R6推計値）

【当初調整給付時点】

住民税分控除不足額
（R6実績）

1万円単位への
切上げ額

【不足額給付時点】

所得税分控除不足額
（R6実績）

住民税分控除不足額
（R6実績）

1万円単位への
切上げ額

※1万円単位
※1万円単位

【イメージ】

Ａ

Ｂ

Ｃ
給付不足額

当
初
調
整
給
付
額（
令
和
６
年
）

不
足
額
給
付
時 

調
整
給
付
所
要
額

不足額給付額
（令和７年）

被害にあう、その前に被害にあう、その前に
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール



市

民

生

活

7月31日㈭納期限7月31日㈭納期限
納期内納付にご協力くださいl納税課☎042・470・7729

固定資産税・都市計画税 第２期

国民健康保険税 第１期

後期高齢者医療保険料 第１期

介護保険料 第１期

国
民
健
康
保
険�

高
額
療
養
費
制
度

　
国
民
健
康
保
険
制
度
で
は
、

１
カ
月
に
保
険
医
療
機
関
な
ど

で
か
か
っ
た
医
療
費（
保
険
診

療
分
）が
高
額
と
な
り
、
ご
自

身
の
月
額
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
額

が
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関
か
ら
市

へ
の
請
求
に
基
づ
き
該
当
の
方

に
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

日
か
ら
約
３
カ
月
半
以
降
に
高

額
療
養
費
支
給
の
お
知
ら
せ
と

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

k
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
請

書
・
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格

確
認
書
・
世
帯
主
お
よ
び
対
象

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
領
収
書（
医
療
費
の
支
払
い

確
認
用
）を
持
参
し
て
、
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
係（
市

役
所
１
階
）で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
請
し
た
方
は

そ
れ
以
降
の
手
続
き
を
省
略
し
、

市
か
ら
自
動
的
に
振
り
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
の
省

略
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、

申
請
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

◎
急
な
病
気
で
病
院
に
か
か
っ

た
と
き
は

　
出
先
で
急
に
具
合
が
悪
く
な

る
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情

で
保
険
医
療
機
関
の
窓
口
に
被

保
険
者
証
を
提
示
せ
ず
医
療
を

受
け
た
時
や
、
医
師
の
指
示
で

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装

具
を
作
っ
た
時
は
、
世
帯
主
か

ら
の
申
請
に
よ
り
、
後
か
ら
保

険
給
付
の
払
い
戻
し
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
３国

民
健
康
保
険�

限
度
額
適
用
認
定
証
等

　
医
療
機
関
で
限
度
額
情
報
の

利
用
に
同
意
、
ま
た
は
限
度
額

適
用
認
定
証
等（
以
下
、
認
定

証
）を
提
示
す
る
こ
と
で
、
保

険
適
用
内
の
医
療
費
の
支
払
い

を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
※
自
己
負
担
限
度
額
は
、
前

年
の
収
入
状
況
に
よ
っ
て
変
更

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
８

月
１
日
を
基
準
に
限
度
額
を
判

定
し
て
い
ま
す
。

i
非
課
税
世
帯
の
方
で
、
長
期

入
院
に
該
当
す
る
場
合（
直
近

１２
カ
月
間
の
入
院
日
数
が
９０
日

を
超
え
る
場
合
）は
認
定
証
が

必
要
で
す

k
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
必

要
事
項
を
記
入
し
た
申
請
書
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）・

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証

な
ど
）・
入
院
期
間
の
わ
か
る

領
収
書
な
ど（
長
期
入
院
に
該

当
す
る
方
）を
持
参
の
上
、
保

険
年
金
課
国
保
年
金
資
格
係

（
市
役
所
１
階
）へ
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い（
郵
送
で
の
手
続
き

も
可
）

　
※
認
定
証
は
、
申
請
月
の
初

日
か
ら
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
継
続
し
て
認
定
証

を
必
要
と
す
る
方
は
８
月
２９
日

㈮
ま
で
に
手
続
き
す
る
と
、
８

月
１
日
か
ら
適
用
の
認
定
証
を

交
付
し
ま
す
。

　
※
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
場
合
は
、
認
定
証
の

交
付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

l
保
険
年
金
課
国
保
年
金
資
格

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
２

こ
ど
も

と
教
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト�

・
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
お
子
さ
ん
を
預

け
た
い
人
、
協
力
し
た
い
人
か

ら
な
る
有
償
の
相
互
援
助
活
動

で
す
。
利
用
し
た
い
人
、
協
力

し
た
い
人
と
も
に
、
ま
ず
は
事

業
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
７
・
８
月
は
事
業
説
明
会
は

な
く
、
個
別
に
動
画
を
視
聴
し
、

説
明
を
受
け
る
形
に
な
り
ま
す
。

j
利
用
し
た
い
人
、
協
力
し
た

い
人
と
も
に
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
後
、
会
員
同
士
の
顔
合
わ

せ
、
講
習
会
の
受
講（
８
年
６

月
。
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
み
）が

必
要

k
電
話
で
資
料
請
求
を

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
５

・
３
２
９
４

高
齢
者

・
福
祉

認
知
症
介
護
者
家
族
会

　
認
知
症
の
あ
る
方
を
介
護
す

る
ご
家
族
の
方
、
一
人
で
介
護

の
悩
み
を
か
か
え
て
い
ま
せ
ん

か
。
日
々
の
こ
と
や
心
配
ご
と

な
ど
、
気
軽
に
話
し
、
ほ
っ
と

で
き
る
場
所
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
８
月
は
東
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催
で
す（
９
月
は

中
部
・
西
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
）。
事

前
に
お
申
し
込
み
の
上
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◎
東
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
上
の
原
・
神
宝
町
・

金
山
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・

東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間
町
・

小
山

a
b
８
月
１９
日
㈫
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
半
。
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
会
議
室
２

k
l
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
２
８
・
７
７
８

８
ま
た
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
９

９
９
６
へ

生
活
困
窮
者
自
立
相
談

支
援
事
業

　
生
活
や
仕
事
探
し
、
家
賃
の

支
払
い
な
ど
で
お
困
り
の
方
、

お
子
さ
ん
の
学
習
面
で
不
安
が

あ
る
方
が
相
談
で
き
る
事
業
で

す
。
ご
相
談
い
た
だ
く
場
合
に

は
、
待
ち
時
間
緩
和
の
観
点
か

ら
、
可
能
な
限
り
、
事
前
に
電

話
で
来
庁
日
な
ど
を
相
談
員
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

a
開
庁
日
の
午
前
９
時
～
午
後

４
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
）

①
自
立
相
談
支
援

　
相
談
の
中
で
生
活
状
況
な
ど

を
お
聞
き
し
、
課
題
を
整
理
し
、

自
立
に
向
け
た
支
援
内
容（
プ

ラ
ン
）を
支
援
員
が
一
緒
に
考

え
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
関

係
機
関
へ
の
照
会
ま
た
は
同
行

支
援
を
行
い
ま
す
。

②
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

　
離
職
等
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
、
住
居
を
喪
失
し
て
い
る
方

も
し
く
は
住
居
を
喪
失
す
る
恐

れ
の
あ
る
方
で
要
件
を
満
た
す

方
に
対
し
、
住
居
確
保
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市

n
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

　
市
内
在
住
の
中
学
生
を
対
象

に「
経
済
的
事
情
な
ど
に
よ
り

学
習
の
機
会
が
少
な
い
、
学
習

の
不
安
を
相
談
で
き
る
場
所
が

ほ
し
い
」と
い
っ
た
方
に
対
し

て
、
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

l
福
祉
総
務
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
４
９

市n

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー�

か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
～
見
え
な
い
、
見
え
に
く
い

人
の
た
め
の「
か
た
つ
む
り
コ

ー
ラ
ス
」メ
ン
バ
ー
募
集
～

　
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
方

で
、
コ
ー
ラ
ス
に
興
味
の
あ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
初
め
て
の

方
も
講
師
が
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。

a
原
則
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜

日
午
後
１
時
半
～
３
時
半

b
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
ホ
ー
ル

e
市
内
在
住
の
視
覚
に
障
害
を

お
持
ち
の
方
と
関
係
者

g
無
料

j
見
学
可

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
７

・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）

�

（
４
面
へ
続
く
）

８ 月 の 無 料 相 談８ 月 の 無 料 相 談
相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 ８ 日㈮ 午後 ２時～
４時半

東久留米建築
設計協会会員

市役所 １階屋
内ひろば

施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜～
土曜日

午前１０時～
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜～
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半～

午後 ５時
母子・父子
自立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

知的障害者
相談 ８ 月は実施しません（次回は ９月１０日㈬実施予定）

障害福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時～
午後 ５時

さいわい福祉
センター
支援員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉セン
ター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー 直接会場で

住宅増改築
相談 ８ 月は実施しません（次回は ９月１１日㈭実施予定） 産業政策課

☎０４２・４７０・７７４３

消費者相談 平日
午前１０時～
正午、午後 １
時～ ４時

消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 ８ 月は実施しません（次回は ９月１０日㈬実施予定） 生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時～

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

６ 日㈬

午前１０時から 弁護士
７月２４日㈭

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

１３日㈬
２０日㈬

８月１４日㈭
２７日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

６ 日㈬
午後 １時から 司法書士 ７月２２日㈫

表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士 ７月２２日㈫

相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

１３日㈬
午後 １時から

行政書士 ８月 ７日㈭

税務相談（ ５人）
２０日㈬

税理士 ８月１２日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 ８月１４日㈭

不動産取引相談
（ ５人） ７ 日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 ７月２４日㈭

交通事故相談（ ５人）

２７日㈬

弁護士

８月２１日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（各日 ４人）

４ 日㈪

午前１０時～
午後 ７時

女性カウン
セラー

７月２３日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７２・００６１

７ 日㈭
１８日㈪

８月 ６日㈬
２５日㈪

女性弁護士による法
律相談（ ４人） １ 日㈮ 午前 ９時半～

午後 ０時半 女性弁護士 ７月１８日㈮

経営相談 平日 午前１０時半～
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７
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（
３
面
か
ら
続
く
）

難
病
医
療
費
な
ど
の
助

成
制
度

　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
障
害

福
祉
課（
市
役
所
１
階
）に
あ
り

ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は

同
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
難
病
医
療
費
助
成
制
度

　

国
ま
た
は
都
が
指
定
し
た

「
指
定
難
病
」に
該
当
す
る
方
の

医
療
費
を
一
部
助
成
す
る
制
度

で
す
。
患
者
の
方
の
医
療
費
負

担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

医
療
費
助
成
を
通
じ
て
患
者
の

方
の
病
状
や
治
療
状
況
を
把
握

し
、
治
療
研
究
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

e
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た

３
４
８
疾
病（
指
定
難
病
）ま
た

は
都
が
指
定
し
た
８
疾
病
に
罹

患
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
方

で
、
次
の
①
・
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

　
①
指
定
難
病
に
係
る
病
状
が

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
程
度

で
あ
る
こ
と

　
②
①
に
該
当
し
な
い
が
、
医

療
費
総
額
が
３
万
３
３
３
１
円

を
超
え
た
月
が
、
申
請
月
以
前

の
１２
カ
月
以
内
に
３
カ
月
以
上

あ
っ
た
方

◎
Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
ィ
ル
ス
肝
炎

の
医
療
費
助
成
制
度

　
Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
ィ
ル
ス
肝
炎

で
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
等

の
抗
ウ
ィ
ル
ス
治
療
を
さ
れ
る

方
へ
、
治
療
に
か
か
る
医
療
費

の
一
部
ま
た
は
全
部
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。

e
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か

の
治
療
を
要
す
る
と
診
断
さ
れ

た
方

▼
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

▼
Ｂ
型
肝
炎
の
核
酸
ア
ナ
ロ
グ

製
剤
治
療（
経
口
剤
）

▼
Ｃ
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
フ
リ
ー
治
療（
経
口
剤
）

◎
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変
医
療

費
助
成
制
度

　
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
る
肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変

の
医
療
費
の
一
部
、
ま
た
は
全

額
が
助
成
さ
れ
る
制
度
で
す
。

支
給
条
件
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
都
医
療
券（
人
工
透
析
に
係

る
医
療
費
助
成
）の
更
新
手
続

き
に
つ
い
て

　
同
医
療
券
を
お
持
ち
の
方
で
、

引
き
続
き
医
療
費
助
成
を
希
望

す
る
場
合
は
、
市
障
害
福
祉
課

窓
口（
市
役
所
１
階
）で
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す（
必
要
な
書

類
な
ど
は
都
か
ら
直
接
郵
送
さ

れ
ま
す
）。
な
お
、
有
効
期
限

を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
医
療
費

助
成
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
改

め
て
手
続
き
し
た
日
か
ら
に
な

る
た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

l
都
保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課

☎
０３
・
５
３
２
０
・
４
０
０
４
、

ま
た
は
市
障
害
福
祉
課
地
域
支

援
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
４

７

住
環
境

７
月
21
日
月・祝

の
ご
み

収
集

　
７
月
２１
日
は
祝
日
で
す
が
、

平
日
と
同
様
に
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
と
資
源
物
は
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
当
日
、
午
前
８

時
半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
類
を
除
く
全
品
目

が
戸
別
収

集
で
す
。

　
ご
み
収

集
日
や
分

別
な
ど
の

ご
み
出
し
ル
ー
ル
は
市
n
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

l
ご
み
対
策
課
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７（
粗
大
ご
み
の
申

し
込
み
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
１
８
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
）河

川
の
水
質
汚
濁
を
防

止
す
る
た
め
に

　
市
に
は
、
黒
目
川
と
落
合
川

（
一
級
河
川
）を
中
心
に
、
そ
の

支
川
で
あ
る
立
野
川
・
楊
柳
川

・
西
妻
川
・
出
水
川
・
弁
天
川

・
中
溝
川
の
８
河
川
が
流
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
水
質
は
、
最
近

の
主
な
水
質
基
準
項
目
で
あ
る

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量（
Ｂ

Ｏ
Ｄ
）値
の
減
少
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
以
前
に
比
べ
改
善
し

安
定
し
て
き
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
残
念
な
が
ら
、
河
川
に
大

量
の
油
が
浮
い
て
い
る
、
ペ
ン

キ
の
よ
う
な
液
体
が
流
れ
て
い

る
な
ど
の
水
質
異
常
事
故
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
河
川
の
水
質

汚
濁
防
止
に
つ
い
て
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
側
溝
に
汚
水
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
道
路
排
水
と
生
活

排
水
を
流
す
管
が
区
別（
分
流

式
下
水
道
）さ
れ
て
お
り
、
道

路
雨
水
ま

す
や
側
溝

な
ど
に
汚

れ
た
水
を

流
し
て
し

ま
う
と
、
直
接
川
に
流
れ
出
て

し
ま
い
ま
す
。

◎
水
質
異
常
事
故
の
防
止

▼
油
や
ペ
ン
キ
な
ど
は
、
廃
液

が
出
な
い
よ
う
に
残
さ
ず
使
い

切
る
▼
ペ
ン
キ
の
残
液
や
ハ
ケ

な
ど
を
洗
っ
た
汚
水
は
、
ボ
ロ

布
や
新
聞
紙
に
染
み
込
ま
せ
る

な
ど
し
、
廃
棄
物
と
し
て
適
切

に
処
理
す
る
▼
洗
車
な
ど
は
洗

車
場
な
ど
で
行
い
、
洗
浄
排
水

が
河
川
に
流
れ
込
ま
な
い
よ
う

に
す
る

◎
水
質
異
常
事
故
等
の
対
策
に

か
か
る
原
因
者
負
担

　
水
質
異
常
事
故
処
理
は
、
本

来
、
原
因
者
の
責
任
で
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
被
害

の
拡
大
を
回
避
す
る
た
め
に
緊

急
か
つ
的
確
な
対
応
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
河
川

管
理
者
そ
の
他
の
関
係
機
関
が

直
接
清
掃
等
の
対
策
を
実
施
す

る
事
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

河
川
管
理
者
等
が
事
故
処
理
を

実
施
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
措
置
に
要
し
た
費
用
や
経

費
は
、
原
因
者
が
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
宅
地
内
の
雨
水
浸
透
ま
す
や

雨
水
タ
ン
ク
の
設
置

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る

雨
水
の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、

湧
水
や
河
川
の
水
量
に
影
響
を

与
え
ま
す
。
雨
水
浸
透
ま
す
は
、

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ

戻
し
、
地
下
水
を
涵か

ん

養よ
う

す
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

雨
水
タ
ン
ク
は
、
河
川
へ
の
雨

水
の
流
出
を
制
御
す
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
市
内
の
豊
か

な
水
辺
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
雨
水
浸
透
ま
す
や
雨
水
タ
ン

ク
の
設
置
に
か
か
る
補
助
制
度

　
申
請
対

象
に
は
条

件
が
あ
り

ま
す
。
詳

細
は
市
n
、

ま
た
は
環
境
政
策
課(

☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
５
３
）へ
ご
相

談
く
だ
さ
い

l
同
課

市n

市n

　 ９月 １日から利用者負担額の補助を拡大します。施設類型ごとの
補助は次のとおりです。

◎認可保育所、小規模保育、家庭的保育、事業所内保育
　 ０～ ２歳児クラスの第一子の利用者負担額（保育料）が無償化され
ます。

◎認可外保育施設
　 ０～ ２歳児クラスの児童の補助額は月 ８万円まで、 ３～ ５歳児ク
ラスの児童の補助額は月 ７万７,０００円までに拡大されます。

◎幼稚園・認定こども園
　市が保育の必要があると確認した満 ３歳児がいる課税世帯が預か
り保育を利用する場合、第一子も補助対象とします。補助上限は、
対象児童一人当たり、在園児の預かり保育が日額４５０円（在園児以外
が利用する場合は月額 １万６,３００円）です。
l子育て支援課☎０４２・４７０・７７４５

◎児童発達支援等
　 ０～ ２歳児の児童発達支援、医療型児童発達支援、居宅訪問型児
童発達支援および保育所等訪問支援の利用者負担額が都の事業とし
て無償化されます。詳細は、 ８月上旬頃を目途に市nでお知らせし
ます。
l障害福祉課☎０４２・４７０・７７４７

市n

　市では、東久留米市ファミリー・アテンダント事業において「見守り訪
問員による定期訪問」と「伴走支援員による育児の伴走支援」の ２つの訪問
支援を行っています。対象者には随時通知を送付しています。
　費用は無料（伴走支援については一部例外あり）ですので、ぜひご活用く
ださい。

① 見守り訪問員による定期訪問
e ５ 年１２月以降に出生し、生後 ５カ月～ １歳を迎える月の乳児を養育する
家庭
支援内容▼月 １回、市の委託を受けた見守り訪問員が事前予約した日時に
ご自宅を訪問し、こどもや保護者の方々の状況を聞きとるとともに、困り
ごとや悩みの早期発見および子育て情報などの提供を行います▼訪問時に
カタログから選択した紙おむつなどの育児用品を後日お届けします▼ １歳
を迎える月まで毎月 １回、最大 ８回までご利用が可能です
　※ ７年度より平日の他、土曜日の利用が可能となりました。
　※日曜日、祝日および年末年始は対象外となります。

② 伴走支援員による育児の伴走支援
e見守り訪問員による定期訪問を受けた家庭
支援内容伴走支援員が育児の不安や悩みの解消にむけて一緒に考えたり、
家事・育児に関するさまざまな活動を保護者の方と一緒に行います。
　※祝日および年末年始を除く平日のみの実施となります

　 注意事項
　定期訪問のみの利用は可能ですが、伴走支援のみの利用は
できません。
　伴走支援を利用する場合は定期訪問を最低 １ 回以上受け
ている必要があります。
lこども家庭センター母子支援係☎０４２・４２０・６７４２

東久留米市東久留米市
ファミリー ・ アテンダント事業ファミリー ・ アテンダント事業をを

ご活用くださいご活用ください

市n

保育施設等の利用者負担額の
第一子無償化について
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住環境高齢者・福祉



３
日
後
に
台
風
が
東
京

を
直
撃
！
あ
な
た
は
ど

う
し
ま
す
か
？

　
最
新
の
気
象
情
報
を
確
認
し
、

落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

c「
東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」は
、
風
水
害
時
に
自
分
や

家
族
が
い
つ
、
ど
ん
な
行
動
を

す
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

お
く
計
画
で
す
。
ご
家
族
で
一

緒
に
風
水
害
か
ら
の
避
難
に
必

要
な
知
識
を
習
得
し
な
が
ら
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早

め
の
準
備
や
必
要
な
持
ち
物
の

確
認
、
避
難
場
所
・
経
路
の
共

有
が
大
切
で
す
。
東
京
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
い

ざ
と
い
う
と
き
に
、
あ
わ
て
な

い
で
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

l
東
久
留
米
消
防
署
防
災
安
全

係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１
１
９

都n
（東京マイ・タイム

ライン）

環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た

ポ
ス
タ
ー
作
品
の
募
集

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に「
環

境
ポ
ス
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
、
環
境
に
つ
い
て
感
じ
て

い
る
こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
な

ど
を
こ
の
機
会
に
作
品
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

e
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中

学
生

作
品
の
テ
ー
マ「
地
球
温
暖
化

・
省
エ
ネ
」、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」、「
水

・
緑
・
生
き
物
」、「
ポ
イ
捨
て

・
ご
み
問
題
」、「
東
久
留
米
の

自
然
」な
ど

規
格
Ａ
４
か
ら
四
ツ
切（
３９
㌢

㍍
×
５４
㌢
㍍
）の
画
用
紙
１
枚

書
き
方
水
彩
、
ク
レ
ヨ
ン
、
は

り
絵
な
ど
自
由

応
募
方
法
９
月
１２
日
㈮
ま
で
に

（
必
着
）、
市
内
在
学
の
方
は
、

作
品
の
裏
面
に
在
学
の
学
校
名

・
学
年
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）を

記
入
し
て
学
校
を
通
じ
て
、
市

外
に
通
学
の
方
は
、
応
募
用
紙

（
市
n
で
配
布
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
環
境
政
策
課（
市
役

所
５
階
）へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い

作
品
の
掲
載
予
定
市
n
や
公
共
施

設
な
ど

l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３

市n

生
き
も
の
探
し

　
市
内
で
見
つ
け
た
生
き
も
の

を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
市
第

三
次
緑
の
基
本
計
画
・
生
物
多

様
性
戦
略
に
係
る
施
策
の
推
進

及
び
点
検
評
価
を
目
的
と
し
て
、

市
内
の「
主
な
生
物
種
」を
対
象

と
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

範
囲
市
内
全
域

e
市
第
三
次
緑
の
基
本
計
画
・

生
物
多
様
性
戦
略
に
掲
載
し
て

い
る「
市
民
観
察
種
」

報
告
方
法
見
つ
け
た
生
き
も
の

の
名
前
、
日
付
、
場
所（
例
：

本
町
一
丁
目
、
落
合
川
老
松
橋

な
ど
）、写
真（
可
能
で
あ
れ
ば
）

を
専
用
報
告
フ
ォ
ー
ム
、
o

（
０４２
・
４
７
０
・
７
８
０
９
）、

m（kankyoseisaku@
city.

higashikurum
e.lg.jp

）、

ま
た
は
直
接
環
境
政
策
課
窓
口

（
市
役
所
５
階
）で
提
出
を

i
▼
民
家
や
フ
ェ
ン
ス
、
柵
の

中
な
ど
に
は
入
ら
ず
、
外
か
ら

観
察
し
ま
し
ょ
う
▼
生
き
も
の

を
捕
っ
て
持
ち
帰
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
▼
車
や
自
転
車
な
ど

周
囲
に
気
を
付
け
て
観
察
し
ま

し
ょ
う
▼
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い

l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３

専用報告
フォーム

お
知
ら
せ

特
設 

年
金
・
労
災
等
相
談
会

a
７
月
２３
日
㈬
午
後
１
時
半
～

４
時

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

c
年
金
、
社
会
保
険（
健
康
保

険
、
雇
用
保
険
、
介
護
保
険
）、

労
働
問
題（
賃
金
未
払
い
、
解

雇
）な
ど
の
相
談

g
無
料

k
直
接
会
場
で

l
生
活
文
化
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
３
８

市
環
境
美
化
推
進
員 

（
第
10
期
）募
集

　
市
環
境
美
化
推
進
員
と
は
、

「
東
久
留
米
市
ポ
イ
捨
て
等
の

防
止
及
び
路
上
喫
煙
の
規
制
に

関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
市
長

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
ポ
イ
捨
て
な

ど
を
な
く
し
、
ま
ち
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
、
一
緒
に
活
動
し

て
い
た
だ
く
方
で
す
。

任
期
な
ど
８
月
２２
日
～
９
年
８

月
２１
日

会
議
時
間
平
日
開
庁
時
間
内

（
初
回
は
９
月
２４
日
㈬
午
後
３

時
か
ら
実
施
予
定
）

応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
１８
歳
以
上
の
方

募
集
人
数
制
限
な
し

報
酬
な
ど
の
有
無
無
し

応
募
書
類
応
募
用
紙（
市
n
で

配
布
）、ま
た
は
住
所・氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
m
ア
ド
レ
ス
・
応
募
の

動
機
を
記
載
し
た
任
意
の
用
紙

応
募
方
法
８
月
１
日
㈮
ま
で
に

（
必
着
）、「
環
境
美
化
推
進
員
応

募
」と
明
記
し
、
応
募
書
類
を

郵
送（
〒
２０３

−

８
５
５
５
、
市

役
所
環
境
政
策
課
宛
て
）、
m

（kankyoseisaku@
city.

higashikurum
e.lg.jp

）で

送
信
、
o（
０４２
・
４
７
０
・
７

８
０
９
）、同
課（
市
役
所
５
階
）

へ
直
接
持
参
、
ま
た
は
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
で
。
選
考
結
果
は

８
月
２２
日
㈮
ま
で
に
通
知
し
ま

す
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ

んl
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３

申し込み
フォーム

東
久
留
米
市
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
市
民
委
員
募
集

　
市
で
は
、
防
犯
に
関
す
る
情

報
の
共
有
を
図
り
、
犯
罪
の
な

い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
に

関
連
す
る
施
策
の
実
行
に
必
要

な
事
項
を
協
議
す
る 
「
東
久
留

米
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
」を
設
置
し
て
い

ま
す
。

任
期
な
ど
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

応
募
資
格
市
内
在
住
、
在
勤
で
、

平
日
の
日
中
の
会
議
等
に
出
席

で
き
る
２０
歳
以
上
の
方

募
集
人
数
３
人
以
内

報
酬
な
ど
の
有
無
有

応
募
書
類
▼
住
所
・
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
載
し
た
書
類
▼

「
闇
バ
イ
ト
な
ど
に
よ
る
凶
悪

事
件
か
ら
市
民
を
守
り
、
安
全

・
安
心
を
体
感
で
き
る
具
体
的

方
策
」に
つ
い
て
８
０
０
字
程

度
の
作
文

　
※
様
式
は
任
意
。

応
募
方
法
８
月
８
日
㈮
ま
で
に

（
必
着
）、
応
募
書
類
を
市
n
の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、郵
送（
〒

２０３

−
８
５
５
５
、市
役
所
防
災

防
犯
課
宛
て
）、
m（b

o
saib

o 
h

a
n

@
c

ity
.h

ig
a

sh
i 

kurum
e.lg.jp

）で
送
信
を
。

選
考
結
果
は
、
９
月
初
旬
頃
に

通
知
し
ま
す
。
応
募
原
稿
等
は

返
却
し
ま
せ
ん

l
同
課
防
災
・
防
犯
担
当
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
６
９市n

７
年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定

共
通
試
験（
案
内
）

a
１０
月
１９
日
㈰
午
前
１０
時
半
～

午
後
０
時
半

b
青
山
学
院
大
学
・
青
山
キ
ャ

ン
パ
ス
９
号
館（
渋
谷
区
渋
谷

４

−

４

−

２５
）

k
左
表
の
通
り

l
施
設
建
設
課
下
水
道
施
設
担

当
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
９

職
員
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　
募
集
の
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市n

◎
乳
幼
児
健
診
業
務（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

職
）

任
用
期
間
任
用
し
た
日
～
８
年

３
月
３１
日（
終
了
後
再
度
任
用

の
場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
２
回
程
度（
主
に

木
曜
日
の
正
午
～
午
後
４
時

頃
）

勤
務
場
所
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ

ザ（
滝
山
４

−

３

−

１４
）

募
集
人
数
若
干
名

報
酬
時
給
１
１
６
３
円

　
※
市
の
規
則
に
基
づ
き
、
交

通
費
等
が
別
途
支
給
さ
れ
ま
す
。

応
募
資
格
の
有
無
無

申
込
期
間
８
月
１５
日
㈮
ま
で

l
健
康
課
☎
０４２
・
４
７
７
・
０

０
２
２

官
公
署

　
な
ど

み
ん
な
の
え
ん
が
わ
中

央
町 

夏
休
み
企
画
の
ご
案
内

　
同
じ
地
域
に
暮
ら
す
誰
も
が

気
軽
に
立
ち
寄
り
集
え
る
え
ん

が
わ
の
よ
う
な
居
場
所
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

b
み
ん
な
の
え
ん
が
わ
中
央
町

（
中
央
町
２

−

１

−

２８
）

c
夏
休
み
の
期
間
、
こ
ど
も
向

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た

り
、
涼
し
い
部
屋
で
過
ご
し
た

り
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か

は
そ
の
子
し

だ
い
。
気
軽

に
お
越
し
く

だ
さ
い

g
１８
歳
以
下

無
料（
一
部
実
費
負
担
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
有
）

j
詳
細
は
市
社
協
n
で

l
市
社
会
福
祉
協
議
会
み
ん
な

の
え
ん
が
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担

当
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
２
９
４

会 員 募 集
◆東久留米ペン習字会＝a毎月月曜日
と水曜日の各 ２ 回。午前１０時～正午他
b生涯学習センターg入会金５００円、
会費月３,０００円他j午後の場合もあり。
つけペンとボールペン。初級から上級
までl松本☎０９０・９９５6・５８7０
◆ユニカール東久留米＝a毎週水曜日
午前 ９ 時２０分～正午b青少年センター
g入会金１,０００円、会費年４,０００円j脳
トレにもなる楽しく適度な運動です。
老若男女、初心者歓迎l吉川☎０８０・
6８１８・３０6５
◆書道教室＝a月 ２ 回。月・火・水・

金・日コース午前１０時～正午他b書道
練成院（浅間町 １ －１２－１7）、南部地域
セ ン タ ー（ 火 曜 日 コ ー ス）g会 費 月
２,０００円j初心者・高齢者歓迎。師範
資格取得も可。住所をSMSでお送り
ください資料投函しますl福田☎０９０
・９３９6・6９6４
◆健康麻雀（滝山青葉会）＝a毎週日曜
日午後 １ 時～ ４ 時半他b西部地域セン
ターg会費月１,０００円j健康麻雀を楽
しみませんか。女性・経験者歓迎。月
次大会有りますl神保☎０４２・４7２・
１３３４
◆韓国語（ハングル教室）＝a毎週金曜
日午前 ９ 時～正午b市民プラザホール
他g会費月４,５００円他j金曜日入門・
初級クラス新設します。既設火曜日ク
ラスで見学可l相田☎０８０・１２１２・

８6１２

催 し
◆第30回夕涼み会(夕涼み会実行委員
会）＝a ８ 月 ２ 日㈯午後 ５ 時～ ８ 時b
東京学芸大学附属特別支援学校校庭第
１ グランドg無料j出店多数。売り切
れ御免。花火は午後 7 時半から打ち上
げ予定。ご来場お待ちしていますl堀
野☎０９０・９８３１・５４１１
◆市民と市議の車座談会（100万馬力の
会）＝a ８ 月 ２ 日㈯午後 ２ 時～ ５ 時b
西部地域センターg参加費１００円jこ
れからのまちづくりを皆で考えようl
石川☎０９０・6４77・7０４１

市 民 伝 言 板

市社協n

表　排水設備工事責任技術者資格認定共通試験申し込み方法
申込種別 オンライン申込 郵送申込

掲出・配布場所 下水道局n
7月25日㈮まで施設建設
課下水道施設担当窓口⑦

（市役所５階）にて配布

受験手数料
6,180円

（受験料6,000円、郵
送料180円）

6,290円
（受験料6,000円、郵送
料290円）

申込方法 申請サイトで申込 簡易書留により郵送

申込受付期間 7月25日㈮まで 7月25日㈮まで
（当日消印有効）

7．7．15 5
お知らせ住環境

官公署など
職員募集
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